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事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 12 月 27 日 

 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 7 人 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

急な訪問にも対応できるよう、職員全員が訪問できるようにする。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

現在、ご利用者の人数が 18 名と少なく訪問の数も減っている。全員が訪問に行く事ができている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

6 2   8 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

2 6   8 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

   4 4   8 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

3 5   8 

でき 

できている点  

訪問や通いサービス時にお声掛けを行いお困りごとや体調をお尋ねしている。 

毎朝、申し送りを行い情報共有している。 

訪問時にはご家族と出来る限りコミュニケーションをとるようにしている。 

ラインワークスやタブレット入力にて、休みの職員もすぐに情報共有できるようにしている。 

利用開始時には声掛けや様子観察を特に気を付け情報を入力し共有している。 
 

できていない点  

遅出勤務が職員は、買い物、調理、掃除などで利用者様とのコミュニケーションを取る時間が限られてい

る。ご家族とも会う機会が殆どない。 

訪問を必要とされていない利用者様のご自宅は送迎を行っている職員しか分からない。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

訪問を希望されないご利用者の緊急時に対応があった場合は、タブレットに住所や連絡先が入力されてい

るため確認して対応する。必要とされるときに必要なサービスが利用できるよう、現在の利用が適切であ

るのかを考え改善を行う。 

 

 

 
 

 



 
 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 12 月 27 日  

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

8 人 人 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

ご自宅での生活が送れるよう、下肢筋力のトレーニング、生活リハビリを行いご家族に安心していただけ

るよう支援を行う。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

リハビリ体操、口腔体操は、毎日約 30分行っている。個別に自転車こぎ運動や、水曜日のいきいき 100 歳

体操に参加されている。生活リハビリはご自宅でもご自分で行えるよう、出来る事はご自分でしていただ

いている。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

 8   8 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

4 4   8 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

4 4   8 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

2 6   8 

 

できている点 

いつまでも自分の足で歩きたい、今の状態を維持したいと言う利用者様が 

多い。車椅子の方であっても立ち上がりが出来れば、軽いスクワットを 

行い、排泄もトイレ誘導にて行っている。 

 

 

 

できていない点 

午後の空き時間に何もしていない 

ご家族からの連絡が口頭のみの時がある。その日にしか必要のない情報は 

休みの職員に伝わっていないことがある 

 

 

次回までの具体的な改善計画  

情報、連絡はその日にしか必要でない事であっても、必ず情報として入力をしておく。 

今後もご利用者の個々の目標を把握し関わりを持つ。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 27 日  

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中    

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 7 人 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

利用者担当をすぐに決める。 

ご利用者が話しやすい雰囲気づくりに努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

ご利用者担当を決めているが、その役割について把握が出来ていない。 

日頃の様子からご利用者同士の共通点を見つけ、相性なども考慮して席の移動を行い話しやすい雰囲気作

りを行ったが、配置を考えず空いている席に誘導する職員もいた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

 7 1  8 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

3 5      8 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

1 7   8 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

4    4   8 

⑤ 
本人の気持ちや体調の変化に即時に支援で

きていますか？ 

 

4 4   8 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

知り得た情報は共有できている。 

看護師、介護士が連携し、体調の変化にすぐに気付くことが出来ている。 

タブレットで排泄やバイタルの確認を行い、申し送り時に夜勤者が毎朝報告している。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

利用者様とのコミュニケーションの中で聞くお話の中で新しい情報はほとんどない。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

担当者がケアの中心となりそのご利用者にとって最適な生活リハビリなどの計画を立てる。 

コアタイムや申し送り時にその提案をする。 

 

  

 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 12 月 27 日 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 人 6 人 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

お一人暮らしのご利用者は地域の協力が必要なため、今後も協力を得られるよう挨拶に伺う。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

お一人暮らしの認知症の方については特に、日頃買い物をされている場所の把握とお話をさせて頂いてい

る。民生委員さんの情報はいただいているが、挨拶ができていないところもある。 

最寄りの交番などにも出向き何かあれば連絡を下さる。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

 8   8 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

1 7   8 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

 8   8 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

 7 1  8 

 

できている点  

ご利用者やそのご家族と話し情報収集の努力はしている。新しい情報はほとんどないが記録入力し、周知

している。 

最寄りの交番や、店にも出向き情報共有を行っている。 

連泊のご利用者に関しては、麦の畑や地域のお祭りに参加し、家族会などで関係が切れないようにしてい

る 

 
 

できていない点  

新規のご利用者の情報が少ない。 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

お一人暮らしのご利用者は地域の協力が必要なため、今後も協力を得られるよう挨拶に伺う。 

新規ご利用者の情報も誰も見ていない場所での生活状況の把握を早急に行う。 

 

 

 
 

 

  

 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 12  月 27 日 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

7 人 1 人 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

猛暑で夏のイベントの参加は難しい。天候に左右されるが計画を立て、令和 7 年度も地域の行事に 

参加し、ご利用者に地域とのつながりが途切れないよう支援する。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

舟入公民館祭り、ハロウィン、亥の子祭り、麦の畑に参加することができた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

4 4   8 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

 8   8 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

8    8 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

8     8 

 

できている点  

麦の畑の参加や、サロン、カフェのチラシ配りなど、民生委員さんや地域包括の協力を得ながら 

行えている。参加人数も少しずつ増えている。 

麦の畑の参加やいきいき百歳体操など参加し地域資源の活用をしている。 

 
 

できていない点  

連泊が多く急な泊り対応が難しくなっている。 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

地域のイベントは参加できており、楽しく過ごして頂いている。 

泊りのニーズが多く急な泊り対応が難しくなっているため、通いや訪問で対応している。 

連泊のご利用者に関して、長期利用の必要性があるのかを把握し調整を行う 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 27 日 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 
8 人 人 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

令和 7年度もハロウィンや生活発表会などお声掛けいただければ、参加したい。地域の活動やイベントへ

できる限り参加し外出や会話の機会を増やすことで、日常生活に活気が生まれるよう支援する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

地域の方からお声掛けいただき、地域のイベントには参加できている。外出の機会が少ない宿泊のご利用

者様が喜んで参加して下さる。舟入カフェ いきいき舟入サロンいきいき 100 歳体操には新社屋になって

から新規の方の参加があり、娘様を誘って来られる方もおられる 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

8    8 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

 6 2     8 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

8       8 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

8    8 

 

できている点  

サロン・カフェ・いきいき 100 歳体操に地域の方が来られている。 

麦の畑の参加、サロンやカフェ、いきいき百歳体操へ参加している。 

町内会のイベント参加できている。 

ハロウィンで小学生が遊びにきている。体調を確認しマスク着用で参加している。 

 
 

できていない点  

天候やご利用者の体調により予定していたが参加できないこともある。 

サロン・カフェ・いきいき 100 歳体操の参加が少ない 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

サロン・カフェ・いきいき 100 歳体操へ新規の方が来て下さるようになったが、まだまだ少ないため 

それぞれの集いの場でそれぞれのチラシをお配りする。 

次の物作りは何ですかのお問い合わせが多くなっているため、すぐにお答えできるよう早めに企画を行う。 

 

 

 

 
 

 
 

  

 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 12 月 27 日 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

8 人 人 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

ご利用者に、いきいき百歳体操や、サロン・カフェ参加を増やし地域とのかかわりを増やす。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

インフルエンザ・コロナなどの感染症が拡大している時は除き、サロン・カフェ・いきいき 100 歳体操へ

は必ず参加し地域交流を行っている。運営推進会議にもご利用者が参加するようになった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

4 4   8 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

 8      8 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

4 4   8 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

8       8 

 

できている点  

運営推進会議での報告書を職員に回覧し周知している 

運営推進委員会ででた意見を参考にして、取り組みを行っている。 
 

できていない点  

 

 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

地域の方やご家族、ご利用者から出た意見や苦情はすぐに対応し取り組みを行う。 

 

 

 

 
 

 
 

  

 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 12 月 27 日 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 4 人 4 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

介護施設における、看護の役割や介護職との連携とチーム作りなどの研修に参加する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

内部研修への参加はできているが、外部研修への参加は一部の職員のみしか参加できなかった。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

 8   8 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

 4 4  8 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

  8 
 

 
8 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

8    8 

 

できている点  

リスクマネジメント委員会がありしっかりと、取り組みが出来ている。 

毎月の法定研修では全員が受け、レポートの提出をしている 

 
 

できていない点  

地域連絡会がどのように開催されているのか分からず参加できていない。 

看護師が必要だと思う研修に参加できていない。 

スキルアップに繋がる研修に参加できていない 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

令和８年の認知症介護実践者研修を順番に受講する。 

 

 
 

  

 
 

コメント  

 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7 年 12 月 27 日 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 長井 小川 奥本 福広 桐山 野坂 上野 田中 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

8 人 人 人 人 8 人 

 

前回の改善計画  

引き続き朝会にて、虐待、身体拘束についての話し合いを行い、グレーゾーンについて検討し改善を行う 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

４月７月 10 月 1 月に身体拘束・虐待防止委員会にて会議を行っている。 

朝の申し送り時にはグレーゾーンに関しての話し合いをすることが出来、改善を行えた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 
8    8 

② 
虐待は行われていない 

 
8    8 

③ 
プライバシーが守られている 

 
8    8 

④ 必要な方に成年後見制度を活用している 8    8 

⑤ 適正な個人情報の管理ができている 8    8 

 

できている点  

現在、成年後見制度を利用しているご利用者がおられる 

毎年、虐待、身体拘束の研修を職員全員が受けている。 

身体拘束・虐待防止委員会があり、朝会時に職員間で話し合いを行っている。 

新社屋で各階に事務所が出来たため、個人情報は全く目に入らない場所で保管できている。 

 
 

できていない点  

虐待は行っていないが、声掛けなどに関してグレーゾーンがあると感じる。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

今後も虐待、身体拘束についての話し合いを行い、グレーゾーンについて検討し改善を行う。 

虐待防止の為、職員も過度なストレスを感じる事の無いよう休憩し、十分な睡眠と休息をとりリフレッシ

ュする。 

 

 

 

 
     

 
 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 株式会社 松広 
 代表者 松本憲睦 

 
 

法人・ 
事業所 
の特徴 

地域の一員としての自覚を持ち、地域行事に積極的に参加しています。個別支援計画を検討し、一人 
ひとりの心身のケアの充実を目指しています。介護保険の目標である「自立支援」を「生活の質の向

上」にいかに結びつけていくかを模索する中で、チームケアの統一を図っています。舟入カフェ、舟

入サロンを通してご利用者様と地域のつながりを大切にしています。会社理念に基づき、自立支援・

尊厳の保持を大切にする中、機能訓練に力を入れているところです。 
事業所名 小規模多機能ホーム

舟入 管理者 長井直美 
 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団

体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人 3 人 人 1 人 1 人 人 8 人 人 13 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

令和 7 年度の自己評価では職員

全員が「ほぼ出来ている」ではな

く「よく出来ている」と評価でき

るよう改善を行う。 

前年度よりよく出来ているが多

くなっている。 

「ほぼ出来ている」「あまりでき

ていない」の部分が昨年と同じ項

目であるため改善していく。 

・自己評価を読んで皆様の一生

懸命さが伝わりました 

・職員さんの「ほぼ出来ている」

から「よく出来ている」の意識度

が高くなると利用者様の生活安

心度が良くなると思います 

・職員の方が課題に対し意識を

持って取り組むことが出来てい

ると思います 

 

サロン・カフェ・いき百は舟入全体

で行っており、利用者様にも参加

していただいているが、参加した

ことのない職員がいるため、どの

ような感じで行っているか分から

ないという意見が自己評価にてで

た。 

シフトを調整し、参加したことな

い職員も参加し近隣住民の方に覚

えていただく。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

入り口の清掃を細目に行い、見栄

えをよくする。立てかけ看板に終

わったサロン・カフェのチラシが

張ったままになっていることが

ある為、終了後には必ず片付け

る。 

ご自分で通ってこられ入り口が

分からなくなるご利用者が分か

りやすいよう工夫する。 

新社屋になり小規模の入り口が

２階となっている。季節感を出す

ため花や飾りで季節を感じて頂

けるようにしている。 

外看板のサロンやカフェの張り

紙は終わると直ぐに片付けを行

うようにしている。 

入り口が分からないご利用者に

は新社屋に移る前から何度も確

認し覚えて頂いた。 

・新社屋になり、外から見ても開

放的で明るい感じがして入りや

すくなっている 

・新社屋となり、ご利用者さんが

利用しやすい環境作りを続けて

下さい。又、地域の方が気軽に来

所出来る環境についても続けて

いければと思います 

・小規模の入り口が 2 階になり、

見学時１回のみだったので改め

て見させて下さい。 

川東長寿会では「老人集会所」で 

百歳体操をします。10 人でやっ

との狭さで参加したい方を 2 名

紹介しました。 

入り口にポスターが貼ってある

ので分かりやすかった。 

旧社屋は１階がデイルームだった

ため、入り口に鉢植えなど季節の

花や睡蓮鉢などを置いていたが、 

２階になったため、利用者様と一

緒に毎月季節の塗り絵や物作りを

行い、室内の壁に貼り付けて季節

を感じて頂くようにする。２階入

り口のエレベーターホールにも来

所されたご家族や相談に来られた

近隣の方にも季節を感じて頂ける

しつらえにする。室内でも楽しん

でいただけるよう工夫する。 
 1 1)①②③④ 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり  

 

地域の方が来られる、サロンやカ

フェ、いきいき百歳体操に、でき

るだけ多くのご利用者に参加し

ていただき関わりを持っていた

だく。 

認知症の方にも興味を持っても

らえる内容のものも考える。 

地域の方と一緒に楽しめる企画

を考える。 

感染症が拡大している時以外は 

サロンやカフェのいきいき百歳

体操に参加し、地域と関わりを持

っていただいた。 

認知症の方でも作れる季節の物

づくりを企画し楽しんで頂いた。 

・百歳体操、体験にと参加しまし

た。綺麗で広い。紹介したお二人

も喜ばれ「集会所より広くて近

くて最高」と言われました。 

・徐々に参加者が増すと嬉しい

です。「サロン・カフェ」のチラ

シは掲示板に貼ったり個別に郵

便受けに配布し微力ながら協力

しています。地域の方に楽しさ

を分かってほしいものです。 

・サロンやカフェ・百歳体操を通

じて地域の方と関わる機会を続

けて下さい。 

 

いき百に参加されている近隣の方

が、小規模の利用者が参加してい

ない日は「体調が悪いの？」と 

心配して下さったり、一人でおも

りを付ける事が出来ない利用者様

のお手伝いをして下さり、顔なじ

みの関係になってきている。 

物作りに関しては、娘様と参加し

て下さる方や、次は何を作ります

か？とお電話が入るようになっ

た。すぐにお答えできるよう早め

に企画しチラシをお配りする。 

いき百でも小規模のチラシやサロ

ン・カフェのチラシをお配りし 

宣伝をお願いする。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

感染症対策を行い、地域のイベン

トに参加し交流を図る。 

運営推進会議などで地域の年間

行事を教えて頂き、参加の為の計

画を立てる。興味のある方の麦の

畑の参加者を増やす。 

地域の方から舟入公民館祭り、亥

の子祭り、ハロウィンに誘ってい

ただき参加することができた。 

舟入公民館での麦の畑にも参加

し、麻雀や歌を楽しまれている。 

 

・職員の方々の負担も増える事

があると思いますが、地域の方

との交流機会を大事にできたら

と思います。 

・町内行事、亥の子祭りでは外に

椅子を出されての参加。写真を

見て、楽しそうな雰囲気が伝わ

りました。公民館祭り時も積極

的に買い物されている様子を拝

見しました。良き刺激は利用者

様にとって大切ですね。 

・川東町内会もコロナ前まで秋

祭りには神輿があったのです

が、コロナ禍で子供会が解散し

てしまいお役に立てず申し訳あ

りません。 

地域からの季節の便りは１番で

す。 

今後も地域との繋がりを大切にし 

地域のイベントに参加して外出の

機会を増やす。 

地域のイベントの時にはシフト作

成時に職員体制を考え沢山の利用

者様が参加できるように組む。 

 

 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議で地域の方との情

報交換を行い、サービスの質の向

上を図る。 

今後も、小規模多機能ホーム舟入 

の利用状況、交流内容、苦情、事故、

行事などの実施状況についての 

報告を細かく説明し、信頼を 

得られるよう努める。 

 

運営推進会議にて、事故報告や 

利用状況、交流、行事などの実施状 

況について報告を行うことがで 

きた。小規模のご利用者も参加さ 

せていただいている。 

今後も貴重なご意見を頂き 

地域住民が気軽に立ち寄れる場

所となれるように努めて参りま

す。 

・ここに小規模多機能ホームが

あると知らない町民の方々も多

くいる様に思います。 

・いつも細やかな報告をされて

いると思います。引き続き意見

交換を行いながらサービスの質

の向上に繋がればと思います。 

・推進会議時、包み隠すことなく 

実施状況についての報告をされ 

事実を真摯に受け止め再発防止

策、改善計画に対する、取り組み

など段階的に前向きに対処され

ている職員さんにエールを送り

たいです。 

・体験で参加した百歳体操で「あ

れ？この方同じ町内では？」と

思われる方がチラチラ。助かっ

ております。ありがとうござい

ます。 

地域の心配な方の事例検討が行わ

れていない。運営推進会議時で、 

情報を頂き、事例検討を行う。 

地域でお手伝いできることが 

あれば、教えて頂き、お手伝いさせ

ていただく。 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

近隣の方に訓練に参加していた

だけるよう、サロンやカフェ同様 

お声掛けを行う。 

運営推進会議にてその報告を行

う 

 

近隣の方の参加が少なくグルー

プホーム、小規模の職員が合同で 

訓練を行っている。 

運営推進会議でのお声掛けでな

く前もってお知らせをする。 

 

 

・新社屋になられたので、避難訓

練などの再確認や地域の方にい

ざという時に協力が得られれば

良いと思うので、訓練などに声

掛けをしてもらえればと思いま

す。 

・何時起きるか分からない災害

火災等。訓練のある時には参加

させて下さい。 

・参加できず「ごめんなさい」 

地域の消防訓練に参加させていた

だく。 

 

 

 

 

 

 

 


